
鋳物づくりの基本を学ぶ 鋳造工学教室 レビューシート 

第 19 回講座 … 生型とオーリチックス 
 

Q1. 生型造型でシステム砂のなかに存在する “オーリチックス”は、どの
ようにして生成したものですか︖ 

 

オーリチックスは、生型の粘結材として配合されるベントナイトが鋳
造時の溶湯熱の影響を受けて粘結性を失った焼結物に変質したもので、
多孔質あるいはガラス質の状態で砂粒に付着したり、粘結材中に混在し
たりする。 

 
 

Q2．生型砂による鋳型造型で、新砂とベントナイトを混練した生型砂より、
回収砂にベントナイトを添加して混練した生型砂の方が鋳型強度など
の特性に優れるのはなぜですか︖ 

 

砂粒表⾯のベントナイトが多孔質のオーリチックスに変質して砂粒に
付着することで、吸⽔性･保⽔性が向上して活性粘⼟の粘着⼒を保持しや
すくする。また、オーリチックスが砂粒表⾯に凹凸を作ることで粘結剤
の⾷い付きを良くするアンカー効果によって鋳型強度が⾼まる。 

 

Q3. オーリチックスを含む生型砂で造型した鋳型を使うと鋳造割れの防
⽌や鋳造応⼒を抑える効果が期待できるのはなぜですか︖ 

 

オーリチックスは⾼温に加熱すると、多孔質からガラス質に変化して
体積が収縮する。この体積収縮によって鋳型に“なりより性”が付与され、
鋳物の冷却･収縮することに伴う鋳型拘束が緩和され、残留応⼒の発生や
鋳造割れ等の鋳造欠陥を防⽌する効果が得られる。 

 
 

Q4．生型造型ラインで生型砂を混練する際、回収砂にベントナイトを添加
しなければならないのはなぜですか︖ 

 

生型に溶湯を鋳込むと、溶湯に接する鋳型砂のベントナイトが溶湯熱
でオーリチックスに変化して粘結性を失う。生型造型ラインで鋳造後の
回収砂を再混練して生型として再使用するとき、活性粘⼟分を一定に保
持するためにオーリチックスに変質したベントナイト消耗分のベントナ
イトを追加する必要がある。 

 

Q5．目標ベントナイト量 8%、平均のサンド/メタル比が約 3.0、ベント
ナイト消損係数を 0.6 とした場合、回収砂を１バッチ 500kg のミキサ
ーで混練する際にベントナイトをどのくらい添加するとよいですか。 

 

鋳造によって損耗するベントナイトの消耗比は、消損係数をサンド/メ
タル比で割った値として 0.2 となる。生型砂 1kg 当たりに含まれるベン
トナイトは 0.08kg なので生型砂 1kg に対する損耗量は 0.016kg と計
算される。500kg の混練砂に添加すべきベントナイト量は 8kg となる。 




